
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年 12 月に世界目標「昆明・モントリオール生物多様性枠組」

が採択され、日本でも生物多様性国家戦略を改定し、2030 年までの

「ネイチャーポジティブ」の実現と、陸と海の 30%以上を保全する

「30by30」の目標を掲げました。 

ネイチャーポジティブと 30by30 の実現には、国立公園等の保護地

域の拡張に加え「自然共生サイト」や「OECM」登録を増加させるこ

とが必要とされており、登録された地域での活動や、企業を主体に

した生物多様性の保全につながる活動を増やしていくことが求めら

れています。 

そのため、本セミナーは、今後三重県内における生物多様性保全

に向けた取り組みがますます活発になることを期待して開催するも

のです。 

日時：2025 年 11 月17 日（月） 

13:30～17:00（受付-13:00 から） 

会場：一般財団法人三重県環境保全事業団 

2 階大会議室 

(三重県津市河芸町上野 3258 番地) 

参加無料 

50 名程度 

事前申し込み制 

【基調講演】 

環境省中部地方環境事務所 
地域生物多様性増進室長 

田中  準 氏 

①“今さら聞けない”ネイチャーポジティブ、 

30by30、自然共生サイト、OECMとは 

②ネイチャーポジティブをとりまく状況 

③ネイチャーポジティブへの取り組み方  他 

 第1 部 

【事例紹介① 自治体の事例：自然共生サイトに登録している自治体】 

亀山市役所 産業環境部 

生物多様性・獣害対策室 主査 

上野 篤史 氏 

① 自然共生サイトに取り組もうとした理由 

② 登録したことによるメリット 

③ ネイチャーポジティブに取り組みたく 

なる社会づくり  他 

 第2 部 

【事例紹介② 自然共生サイトに既に登録している企業】 

ダイキン工業株式会社 

滋賀製作所 空調生産本部 

大家 玲奈 氏 

① サイトの紹介 

② 自然共生サイトに登録した理由 

③ 登録したことによる反響  他 

 第3 部 

【事例紹介③ 自然共生サイト登録に向け現在取り組んでいる企業】 

東芝産業機器システム株式会社 

生産部 生産企画部 環境担当 

小山 武彦 氏 

 第4 部 

① 自然共生サイトに登録しようとした理由 

② サイトの候補と考えている場所の現状 

③ 自然共生サイトの活用法  他 

 

（13:40～ 

   14:50） 

（15:00～ 

   15:40） 

（15:40～ 

   16：20） 

（16:20～ 

   17:00） 



 

 

 

 

 

 

 

＊ オンラインでの申し込みは、こちら ⇒ https://x.gd/Tpb1m 

申込日    年  月  日 

MEC 自然環境保全セミナー 参加申込書 
FAX 059-245-7519 Email：sizen@mec.or.jp 

（Email の場合、下記必要事項をご記入いただければこの様式は不要です） 

組織(事業所)名  

連
絡
ご
担
当
者
様 

お名前  部署/役職  

TEL  FAX  

E-mail  

参
加
者
様
の
お
名
前 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～自然共生サイトを活用した 

ネイチャーポジティブへの 

取り組みについて～ 

日 時：2025 年11 月17 日（月） 13:30～17:00（受付-13:00 から） 

会 場：三重県環境保全事業団 2 階大会議室 (三重県津市河芸町上野 3258 番地) 

ＭＥＣ 

自然環境保全セミナー 

一般財団法人三重県環境保全事業団    環境コンサルティング部(担当 峯・大橋) 
三重県津市河芸町上野 3258 番地          TEL 059-245-7509  FAX 059-245-7519 

案 内 図


